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（２）西部地域 

 

 

 

 

◇本市の農業・工業の展開を担う合理的かつ効率的な土地利用 

 本地域の大部分を占める農地は、農業施策との連携により優良農地として保全を

図ります。 

 本市における工業集積の一角を担う地域として、花巻第二工業団地への企業立地

の促進を図ります。 
 

◇観光入込みと産業立地を誘引する交通ネットワークの整備 

 空港・駅・インターチェンジなどの交通結節点や総合サービス拠点と本地域の観

光拠点を連絡する道路網の構築を図るとともに、主要地方道盛岡和賀線及び花巻

ＰＡのスマートインターチェンジの整備促進により、来訪者の利便性向上を図り

ます。 

 道の駅はなまき西南の整備により、通行者の利便性向上と交流人口の拡大を図る

とともに、地場産業の振興と活性化を促進します。 
 

◇緑豊かな観光・産業地づくり 

 拠点的な公園・緑地施設である、花巻温泉郷県立自然公園や花巻広域公園、平塚・

花巻交流の森、スポーツキャンプむらの適正な維持管理を図り、自然に親しめる

レクリエーションゾーンの形成を図ります。 

 豊沢川などの河川中流部の河川緑地の保全を図るとともに、人と生き物にやさし

い空間づくりを進めます。 
 

◇快適で暮らしやすい環境づくり 

 公共下水道や農業集落排水事業、浄化槽整備事業を推進するとともに、汚水処理

施設の利用促進により、住み良い集落環境づくりを進めます。 

 工業集積に伴う勤労者世帯などの定住や転入を図るため、工業・流通ゾーンと農

業地居住ゾーンの明確な区分により、田園環境や居住環境の保全に努め、緑に恵

まれた住宅地の形成を図ります。 
 

◇風情ある温泉地景観の形成と田園景観の保全 

 清流沿いの立地環境を活かしながら、風情が感じられる温泉地景観の形成に努め

ます。 

 開放的な田園地帯のなかの屋敷林に囲まれた散居風景や、円万寺展望地の眺望景

観の保全に努めます。 

 清水寺や水分神社、高村山荘周辺などの文化的景観を保全します。 
 

土地利用 

交 通 

緑 地 

定住環境 

 

景 観 

主な特性  優良農地や豊富な観光資源を有し、工業開発も進む地域 

恵まれた大地を活かした生産基地形成と湯の郷 
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 ◇安心して暮らせる環境づくり 

 土石流危険区域や急傾斜地崩壊危険箇所における宅地化の抑制と防災事業の促

進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全安心 


